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     2019.07.05 

公社）自動車技術会 

関東支部 

2019 年度「もてぎ試走会」開催案内 

～ 安全確認・運転習熟・セッティングのための試走会 ～ 

 

日頃はＦ－ＳＡＥ活動に精励のこととお察します。さっそくですが、「学生フォーミュラ日本大会 2019」に参戦予定

のチームに対して『もてぎ試走会』を2日間にかけて開催いたします。是非この試走会を車両の完成度をより高める

機会としてご活用ください。つきましては、下記要領にて実施いたしますので、参加ご希望のチームは、別紙申込

書にてお申し込みください。 

 

記  

 

■ 開催概要 

開催日時   2019 年 8 月 20 日（火） ～21 日（水） 

目   的   学生フォーミュラ日本大会 2019 参戦に向けて最終走行チェック 

開催場所   ツインリンクもてぎ  

  20 日：マルチコース  21 日：北ショートコース 

〒321-3597  栃木県芳賀郡茂木町桧山 120-1  代表ＴＥＬ 0285-64-0001 

入場は北ゲートのみになります。（24 時間オープン）  

参加者名簿と照合の為、事前にお配りします通行証をゲートで提示の上、学校名とお名前を確認さ

せて頂きます。試走会参加者で、通行証の提示があれば入場料は頂きません。  

主   催   公益社団法人自動車技術会関東支部 

協   賛   本田技研工業株式会社、(株)本田技術研究所 

協   力   株式会社モビリティランド 

 

参加費用   参加費 20,000 円／チーム （ トランスポンダの貸出し料金を含む ）  

※8/5, 6, 7 の支部合同試走会参加費と合わせて銀行振込み戴くか、 

あるいは、開催当日 受付（コントロールタワー1Ｆ）までご持参下さい。 

遅刻参加・早退の場合、参加料は返還致しませんのでご注意ください。 

 

＜傷害保険について＞ 

 

保険は各大学で自己責任のもとで掛けること。（見学者も含めて加入の事。） 

ドライバーはドライバー保険、他のチーム員は傷害保険に必ず加入のこと。 

（大学が学生にかけている保険で補償される場合は大学の保険でも可。） 

試走会受付時、保険の加入有無をチェックしますので、証明書を持参してください。 
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走行スケジュール予定 （詳細は後日お知らせ致します） 

8 月 20 日 7:00 ～  マルチコース開門 

         7:30 ～  参加受付 

         8:00 ～  開会式／ドライバーズミーティング／コースウォーク／フラッグテスト他  

                   ※参加者は開会式の約 10 分前には、受付（参加料支払等）を終えてください。 

           9:00 ～  車両安全確認開始／通過車両は順次走行開始  

（8/20 はマルチコースのみ使用： スキッド、プラクティス走行、等実施）          

8 月 21 日  7:00 ～ 北ショートコース開門 

    （8/21 は北ショートコースのみ使用： 周回走行、アクセラ走行）  

・各チームが自主的に車輌の安全確認、各種セッティング、運転の習熟を行う事を基本とします。 

・試走の前に車輌の安全確認をさせて頂きます。 

・故障、不具合に対する質問や修理要望は、マイスタークラブにて対応を行います。 

 

■ 申込み方法 

  今回は、8/5, 6, 7 の支部合同試走会（エコパ）の開催案内と合わせて、本『もてぎ試走会』の参加希望を 

  確認させて戴きました。参加を希望したチームに対して本案内をお送りしております。 

添付の「誓約書」及び、「参加者全員のメンバー表」を、7 月 17 日（水）までに 

関東支部宛 Ｅメールにて送付願います。  

〒331-8501 埼玉県さいたま市北区日進町 2 丁目 1917 番地 

カルソニックカンセイ株式会社/研究開発センター・本社/本館 2F 

(公社)自動車技術会 関東支部事務局    

TEL: 048-776-9292   FAX: 048-782-9664   E-mail: kanto@jsae.or.jp 

※FA または FA 代理人の参加が必須です。必ず申し込みメンバーに入れてください。 

 

※屋根付きピットの数が少ない（マルチ：14 ピット、北ショート：14 ピット）ため 

 申し訳ありませんが、一部のチームには、テント持参をお願い致します。（別途連絡します。） 

（参加申込み順で決めさせて戴きます。但し、キャンセルチームが出れば繰り上げます。） 

 

■ 注意事項 

 ・安全のため運営スタッフの指示に従ってください。 

 ・走行できる車輌は 2019 年のレギュレーションに適合した車輌のみです。 

 ・EV車両の試走も可能ですが、ドリーム工房での修理作業は制限させていただく場合が 

あります。(感電防止のための専用工具などは各チームでご用意ください)ESO は Must、ESA は Want です。 

 ・小雨で路面ウェット状態の場合には、溝付きタイヤを装着し走行してください。 

 ・試走会の運営に際し、各チームに応援をお願いする場合、ご協力をお願い致します。 

・走行時のドライバーの装備は、Ｆ-ＳＡＥレギュレーションの規定に従い、フル装備着用を義務付けます。 

ヘルメット ・ レーシングスーツ ・ グローブ ・ レーシングシューズ ・ アームレストレイント 

※装備品はＦ-ＳＡＥレギュレーション、ＦＩＡ規格に準拠していること。 

 ・消火器は 2 本／車輌をご持参ください。※消火器の容量はＦ-ＳＡＥレギュレーションに準拠していること。 

 

・ピット等では、オイル漏れ時の流出防止策をお願いします。また、燃料、オイル等の吸収材（布・吸い取り紙等）

を持参し、ピットは常に清潔な状態にしてください。必要な場合は、オイル処理剤を提供することもできます。 

mailto:kanto@jsae.or.jp
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・ピットで車輌整備する場合の 『うま』 等は各校で準備してください。 

 ・当日の修理受付は 北ショートコース隣の「ドリーム工房」 で行い、受付順に実施します。板材は準備いたしま 

すが、その他必要と思われるものは各チームで準備の上、ご持参ください。 

 ・暑さと安全対策の為、全員帽子を着用してください。 

・チーム内から試走会運営スタッフの協力をお願いします。（申込書の欄に○印をつけてください） 

  →試走会参加メンバーが 15 名以上のチームは 2 名、15 名未満のチームは 1 名スタッフ派遣願います。 

・当日はドライバー対象にフラッグテストを行いますので事前配布資料を確認して参加ください。 

・車両安全全確認は実施致しますが、従来の模擬車検は実施いたしません。 

・走行車両には、日本大会での car NO.を取り付けて下さい。 

 

■ 宿泊及び昼食について   

   ・ホテルツインリンク宿泊は、イベント日程と重なり満室であるため、今回ご利用出来ません。 

    近隣のホテル（茂木市内、宇都宮、水戸、等）をご利用下さい。 

    注）宇都宮からは、45～50 分程度（但し、朝の通勤時間帯は混雑するので、7:00 前の出発を 

      お勧めします。水戸からは、50～60 分程度です。 

 

・昼弁当については、営業課 TEL 0285-64-0090 八樹（やぎ）宛に（7 月末までに） 

必要数をご連絡下さい。1080 円でご用意出来ます。 

尚、キャンセル料が発生致します。（2 日前 15:00 以降 50％、前日 15:00 以降 100%） 

 

■ その他 

・ガソリンは安全の為現地で購入する事をお勧めします。 

 ツインリンクもてぎ内にもＥＮＥＯＳスタンドがありますが、8 月 21 日（水）は CLOSE していますので、 

 必要な場合は、8 月 20 日（火）中にお済ませください。 

・救急対応についてはツインリンクもてぎの救急体制で対応しますが、擦り傷程度の軽傷はバンドエイド等 

各チームでご準備のうえ対処願います。 

・テントを持参するチームは必ず強風対策を行なってください。 

 

■ 参加キャンセル及び雨天時実施判断について 

・試走会の参加キャンセルは、8 月 2 日（金）の 17 時までに関東支部へ必ずご連絡ください。 

   ・雨天時、試走会は中止となります。試走会開催が不明な天候の場合は下記までお問合せください。 

   （電話受付時間 9：30～17：00 小雨程度では走行を予定していますが、台風・暴風雨が明らかに予想さ

れる場合、実施中止判断は前日 16:00 以降お問合せください。） 

 

● ツインリンクもてぎ現地連絡先： 代表（モータースポーツ課） TEL  0285-64-0200 

● 当日の緊急連絡先  自技会 関東支部   田渡 080-9373-2763 

      Honda 学生ﾌｫｰﾐｭﾗ事務局  馬場  080-4926-7425 

    

※緊急時の連絡用に代表者及び参加者の携帯電話は常に通話可能な状態にしておいてください。 
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